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JCB、JP GAMES、富士通、メタバースやゲーム世界における 

デジタルデータ権利管理の信頼性向上に向けた共同プロジェクトを開始 

 
 

株式会社ジェーシービー（注 1、以下 JCB）、JP GAMES 株式会社（注 2、以下 JP GAMES）と富士通株式会社

（注 3、以下 富士通）は、メタバースやゲーム世界におけるデジタルデータの安全な流通・販売に向けた共同プ

ロジェクトを 2022年 8月 23日から 1年間実施します。 

本共同プロジェクトにおいて 3 社は、デジタルデータの発行や所有などの権利管理の明確化を、デジタル署

名技術「ハッシュチェーン型集約署名（注 4）」の応用によって実現するモデルをつくり、検証します。 

3 社は今後、このモデルを活用し、より多くの個人や企業がさまざまなデジタルデータを安全・安心に利用で

きる社会の実現をめざします。 

 

 

【 背景 】 

メタバースを含む Web3（注 5）においては、複製が容易なデジタルデータの権利関係を明確にできる NFT（注

6）のさまざまなサービスへの活用が見込まれています。NFT は、現状では、投資・投機目的の利用が注目され

ていることや、取り扱いに関する一定の法律が存在しないことなどから、利用に対してハードルを感じている個

人や企業も存在していると思われます。そのため、Web3 において、簡易的にデジタルデータの権利関係を明

確化する新たなソリューションへの期待も高まっています。 

 

【 共同プロジェクトの概要 】  

そこで 3社はデジタルデータの権利関係が明確化され、だれもが安全・安心に活用できるモデルの実現に向

けた共同プロジェクトを 2022年 8月 23日より 1年間実施します。 

本共同プロジェクトで検証するモデルは、JCB、JP GAMES が共同で提供するメタバース基盤に、富士通独

自のデジタル署名技術を組み合わせて構築し、以下の 4点を検討していきます。 

1)メタバースやゲーム世界で発行されたデジタルデータに対し、デジタル署名を発行・検証可能とする「 

デジタル登記所 TM（注 7）」に関するビジネスモデル。 

2)JCB の提供する本人確認機能および決済機能と連携し、取引で発生し得る不利益からユーザーを保護す

る技術。 

3)富士通独自のデジタル署名技術を用いた、未成年や高齢者なども安全・安心に利用できる機能の実装。 

4)将来的に、既存の NFT市場などとの接続を可能とするインターオペラビリティ（注 8）確保。 

 

なお、本モデルは、JCBにてビジネスモデル特許（特願 2022-015805）として出願済みです。 

2022 年 8 月 23 日 
＜報道関係各位＞ 

株式会社ジェーシービー 
JP GAMES 株式会社 

富士通株式会社 
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図 1：モデルの全体像 

 

また、各社の役割は以下の想定です。 

JCB     ：日本発唯一の国際ブランドの運営により培ったソリューションや知見を活用し、保有する決済基

盤・ID 認証基盤に基づいた決済機能・トラスト情報の提供、および取引の信頼性確保に関する

新たなサービスモデルの提供。 

JP GAMES：メタバース空間構築技術フレーム「PEGASUS WORLD KIT」で構築するマルチバース、およびリ

アルとバーチャル間を越境するユーザーの情報を持ち運ぶパスポートを JCB と共同で開発。 

富士通   ：デジタルデータの権利情報を明確にするデジタル署名技術「ハッシュチェーン型集約署名」およ

び、ID認証基盤やサービスと連携して本人確認を効率化する透過的トラスト（注 9）技術の提供。 

図 2：各社の役割 

 

 

【 今後の展望 】 

本共同プロジェクトにおいて検討するモデルは、JP GAMESが開発中のコンソールゲームにも活用予定です。 

また、当該モデルは、メタバースにおけるデジタルデータの権利関係だけでなく、取引やデジタルデータその

ものの信頼性の担保、公証性・監査性の付加を実現することを可能とします。3 社は、本共同プロジェクトを通

じ、多様な参画者が関与する取引やデータのトレーサビリティへの活用などを視野に入れ、多くの個人や企業

が安全・安心に取引を行える社会の実現をめざします。 

 

【 商標について 】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 
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【 注釈 】 

（注1）株式会社ジェーシービー：本社 東京都港区、代表取締役会長兼執行役員社長 浜川 一郎。 

（注2）JP GAMES株式会社：本社 東京都千代田区、創業者兼代表取締役 田畑 端。 

（注3）富士通株式会社：本社 東京都港区、代表取締役社長 時田 隆仁。 

（注4）ハッシュチェーン型集約署名：現在の所有者と次の所有者など、複数人の真正性と署名の順番、データの非改ざ

ん性を同時に保証する、富士通独自のデジタル署名技術。 

（注5）Web3：次世代インターネットとして注目される概念。分散化されて個と個がつながった世界を指す。 

（注6）NFT：Non-Fungible Token（非代替性トークン）の略称。「偽造・改ざん不能のデジタルデータ」であり、ブロックチェ

ーン上で、デジタルデータに唯一の性質を付与して真贋を担保する機能や、取引履歴を追跡できる機能をもつ。 

（注7）デジタル登記所TM：メタバースやゲーム世界で発行されたデジタルデータに対し、デジタル署名を発行・検証可能

とする権利管理サービス。 

（注8）インターオペラビリティ：相互運用性・相互接続性。複数の異なるものを接続したり組み合わせて使用したりすると

きに、きちんと全体として正しく動作することを指す。 

（注9）透過的トラスト：異なるサービスやゲームを利用する際に、仲介サーバが利用者の認証状況を取得して、デジタ

ル署名機が透過的なデジタル署名の付与/検証を行うことを補助する、富士通独自の技術。 

 

以 上 

 

 

≪報道関係者お問い合わせ先≫ 

株式会社ジェーシービー 

広報部 広報グループ 高田・中島 

MAIL: jcb-pr@jcb.co.jp TEL: 03-5778-8353 

 

JP GAMES株式会社 

JP GAMES広報担当 

MAIL: info@jpgames.inc 

 

富士通株式会社 

広報IR室 

電話:03-6252-2174（直通） 

 

 

≪本件に関するお問い合わせ≫ 

株式会社ジェーシービー 

広報部 広報グループ 高田・中島 

MAIL: jcb-pr@jcb.co.jp TEL: 03-5778-8353 

 

JP GAMES株式会社 

JP GAMES広報担当 

MAIL: info@jpgames.inc 
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富士通コンタクトライン（総合窓口） 

電話 0120-933-200 

受付時間: 9:00～12:00および13:00～17:30（土・日・祝日・当社指定の休業日を除く） 

お問い合わせフォーム 

https://contactline.jp.fujitsu.com/customform/csque04802/873532/ 

 


